
アサヒ号（200cc）製品カタログ（1945 年以後・宮田製作所）
※巻頭の本扉に掲載したモデルは「アサヒ号A型（175cc）」（1936 年・宮田製作所）

アサヒ号主要製品カタログ（1957 年・宮田製作所）　※本文 P90 ／ P173 ／ P221 参照

株式会社宮田製作所
会社設立年月日　明治 2 3年（1890 年）4 月 1 日
資本金　1 億 8,000 万円
社長　取締役社長　森　護郞

本社所在地　東京都大田区東六郷
工場所在地　同上
製品名　オートバイ及び自転車
年間生産台数　5,000 台　自転車 18 万台 （出典：資料①）ハーレーダビッドソン製品カタログ（1934年・ハーレーダビッドソン・モーターサイクル販売）　※本文 P92参照

　興東貿易株式会社は大正十二年にはハーレーダビッドソン・
モーターサイクルを輸入し、京橋に販売所を設けたが、これが
時勢に適応して歓迎され、関東大震災を転機として急激に需
要がおこり、業績は年々向上した。そこで当社は、昭和六年、
新たに株式会社ハーレーダビッドソン・モーターサイクル販売
所（資本金四〇万五、〇〇〇円、社長塩原又策）を設立し、
興東貿易株式会社から分離した。
　陳列場・サービス工場を赤坂溜池に置き、八年には資本金
を一五〇万円とし、車名もハーレーダビッドソン・モーターサ
イクル販売株式会社と改めた。この間、六年十二月の金輸出
再禁止によって対米為替が暴落し、輸入車の価格は暴騰して
いたので、同社はモーターサイクルの国産化を計画し、製造
権を獲得するなどの準備を整え、九年、同社に移譲された旧
品川工場で国産化に取り組み、一年ののち「陸王号」が完成、
その販売を開始した。
　このため、同社は三共内燃機株式会社、ついで陸王内燃機
株式会社と社名を改め、取締役社長に塩原禎三、専務取締
役には永井信二郎が就任し、資本金も十四年には三三〇万円
までに増額した。陸王号はアメリカ製に劣らず優秀だったので、
軍用車としても使用され、一時、中国大陸にも進出した。

（出典：三共株式会社広報部　2001 年）

ハーレーダビッドソン・モーターサイクル販売



編集部より

　本書は、1980 年に山海堂から初版が刊行された『オートバイの歴史』が底本になってい
る。私がこの本と出合ったのは、40 年以上も前のことである。当時の日本のオートバイ業界
は、ホンダ、ヤマハ、スズキ、カワサキの４メーカーの製品で市場は独占されている状態だっ
たが、まったく知らない過去の二輪車メーカーや業界事情が書かれていており、しかも執筆
者が富塚清という東京帝国大学の教授であったこともある意味で意外なことだった。
　その後、本書が完全に品切れて再版の計画がないことを知り、日本が世界をリードしてい
るオートバイ産業の軌跡について、今では知り得ない貴重な内容が書かれた本書の復刊を
1995 年頃に企画した。私は、当時この本を企画して編集を担当された尾崎桂治氏に三樹
書房版として刊行したい理由を話し、版権の移譲をお願いした。尾崎氏はその頃は独立さ
れてグランプリ出版を設立し、社長を務められていた。この本を執筆した富塚先生はすでに
お亡くなりになっていたので、ご遺族を紹介してくださり、ご遺族のご了解のもと、三樹書房
版としてすべてをつくり直すことを条件に復刊できることになったのである。
　東京帝国大学の工学部で発動機に関する権威であった富塚先生の教え子には、プリンス
自動車（後日産）の中川良一氏、富士重工業（後 SUBARU）の百瀬晋六氏、本田技研
工業の中村良夫氏など、戦後の自動車業界の発展に貢献する技術者が数多くいる。その
中で、ホンダの初期の四輪車開発や F1グランプリの監督として活躍された中村良夫氏が、
1988 年に恩師の富塚清先生のことを書かれた文章が残されているので、ここで一部を引用
し、富塚先生の足跡を紹介したい。

　当方（注：中村氏）と先生との出会いは、当方が東京帝大工学部航空学科に入学したと
きにさかのぼるのであり、数えればもう50 年、半世紀ということになる。長距離飛行で世
界記録を樹立した東大航空研究所の「航研機」のエンジンを担当されたりして、すでに有
名人であった工学博士・富塚清東大教授・航研所員のお名前は、もちろん入学以前すでに
存じあげていたけれど、東大航空学科原動機専修主任教授・富塚清先生の磬咳（けいがい）
に初めて接したのは、教室で入学手続きのようなものを済ませた直後であった、と記憶して
いる。

　富塚先生は、明治 26 年（1893 年）千葉県の御出生であり、千葉中学、旧制一高を経て、
大正 3年東京帝大工学部機械工学科に入学され、早くも大正 7年には東京帝国大学の助
教授、開所早々であった東京帝大航空研究所（略称：航研）の所員になられている。（中略）
日本の航空学界には、もちろん田中館愛橘先生のような超長老もいらっしゃったけれど、実
際に航空技術を開拓され、築きあげていかれた大先輩のお一人が富塚先生であった。
　先生御自身による多くの研究開発はもちろん、先生の教えを受け、先生が育てて下さった
多くの技術者たちが、戦前の、ある意味では世界に冠たる日本航空技術を築きあげていっ

ン・始動キック・車重158kg・価格31万円・ヤマハ発動機）。大排気量の国産単気筒の代表的な存在。



 　　

たことは、歴史が示す事実である。戦前の日本航空技術の高さを初めて世界に誇示したの
は、昭和 12 年（1937 年）4月、朝日新聞社の企画によって、同社の飯沼飛行士、塚越機
関士が乗り組んだ国産機「神風」号が、東京－ロンドン間を94 時間（実飛行時間 51 時間）
で飛びきって、100 時間の壁を大きく破り、全世界を驚嘆させたときであろう。（中略）
　「神風」号が、東京・ロンドンを高速で駆け抜けて世界を「アッ」といわせた翌昭和 13 年
（1938 年）5月、今度は東京帝国大学航空研究所が長距離飛行記録に挑戦した、銀色の
胴体に長い赤い翼をつけてスマートな「航研機」が、飛行距離 1万 1,651㎞を飛んでFAI
の輝かしい周回航続距離世界記録と10000㎞コース上の国際記録を樹立した。
　航研機の機体は、小川太一郎先生をチーフとして、木村秀政先生たちによる姿態の美し
い名機であり（東京瓦斯電気工業製作）、エンジンは川崎製の BMW液冷V12シリンダー
を、富塚先生をリーダーとする航研チームによって大改造を施こしたものである。改造の主
眼は、もちろん無給油で長距離を飛ぶために燃料消費率と潤滑油消費率の大幅な切り下げ
である。後に富塚式と称せられるようになった、中空排気弁の中に冷却空気を送りこんでやっ
て、当時高性能エンジンとして一般的であった中空ナトリウム封入弁よりもさらに冷却効率を
あげ、燃焼効率を向上させ、かつ、オイル消費も低減させる手法などが採り入れられていた。
大改造の結果として、ディーゼル・エンジンに近いような燃料消費率を実現していた。

　ヒコーキがなくなった戦後の先生は、もともとお好きであったオートバイに熱中されるように
なり、やはりもともとお好きであった簡潔な2サイクル・エンジンの技術的な向上に情熱を傾
けられていた。戦後の人たちのなかには、富塚先生を2サイクルの専門先生であると考え
ていらっしゃるかたも多いようであるが、先生にとっての 2サイクルは、巨大な輪のなかの
ホンの一部であるにすぎない、と当方は考えている。

　ここに書かれているように、富塚先生は、2サイクル・エンジン研究の第一人者でもあり、
国産の軽自動車やオートバイなどに搭載された 2サイクル・エンジンのモデル開発には教え子
たちが携わっていた関係もあって、本書は執筆されたのだと考えている。本書は単なるジャー
ナリストとは異なり、技術者として技術的側面や学者としての独自な視点から執筆されている
ことが内容的な価値を高めている。尚、本書は、三樹書房版として本文に紹介されている
オートバイ名の修正や製品写真の追加と性能データの充実、一般的に使用されている専門
用語への変換、西暦年度の追加などを施して1996 年 11月に初版を刊行し、2001 年 3月に
は、カラーカタログ類の増補と共に戦後に誕生した数多くの二輪車メーカーリストの追加を行
ない、2024 年に今では消滅してしまった二輪車メーカーを中心とした当時のカタログ類を充
実し、カラーで収録することで史料性を高め、増補三訂版としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林謙一
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著者略歴／ 263

※増補三訂版の製作に関しては、富塚清先生のご令孫
の富塚信一様のご理解をいただいて刊行いたしました。
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大正 3 年（1914年）の東京大正博覧会に出品された，宮田製作所のトライアンフ型・アサヒ号（4サイ 
クル・3.5 馬力）。売価は480円。第1号車は警視庁に納入され大隈重信総理大臣の護衛用に使用された。 
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やはり

といえるだろう。



254　　日本のオートバイの歴史

〔資料提供：ホンダコレクションホール　2000年〕
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その後
するようになった。

1980年代に
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大学教授などの専門家による、村山試験場にお
けるホンダドリーム号のテスト風景。左端が富
塚清教授。（1956 年 5 月撮影）

小松ゼノアなど）のバイクモーターの仕事に多少従事、

262 　263

ホンダコレクションホール　神杉進

2001年３月　編集担当　小林謙一

1960 年に発売したユニークな機構を持つヤマハスクーター SC-1（175cc）。同年、クラブマ
ンレースなどが開かれた宇都宮レース場のコース開きに東京、横須賀の女性ライダー 6人
が参加し、デモンストレーション走行を行なった際のめずらしい写真カット。
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